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る.前年度までに行った,ドー パミンD4レセプター(DRD4)のエキソン3領域,および ドー パミントラ
ンスポーターの3-非翻訳領域に加え,新たにDRD4のイントロン2領域とプロモーター領域,および
ドー パミンの代謝酵素カテコール･O-メチルトランスフェラーゼ(COMT)のエキソン細域を規人狼で解
析した.その結果,DRD4のイントロン2領域にヒトでも未報告の新たな多型を兄いだした.多型は塩
基置換またはGC-rich配列の反復からなっており,ヒト,チンパンジー , オランウータン,アジルテナ
ガザル,フクロテナガザルで,それぞれ3,3,2,2,4種類のアレルが兄いだされた.ゴリラ21個体
では多型は兄いだされなかった.DRD4のプロモーター領域とcoMTについては,いずれの種でも多
型は兄いだされなかった.今後,遺伝子発現への影響や,チンパンジー等の個体の行動特性との関連を
解析する予定である.
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ヒト以外の霊長類の瞬目行動については知見が多くない.そこで,初年度は霊長類の瞬目について
の研究の糸口を見つけるために,日本モンキーセンターで飼育されている霊長類 84種について,まず
その除目の様子をビデオに記録し,そのうち54種についてビデオによる解析の可能な瞭目の諸側面に
ついて予備的な解析を行った.その結果,瞭日率の平均については,最大でボンネットモンキーの 20
-139-
